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伊1
1 本容は、鷺山仙道遺跡に所在する埋蔵文化財の尭姻調査報告l~である。

2 調査は、岐阜市鷺山 下土居土地区画整理事需における都市計画道路太平町下西蝿線通設に悼う

緊急調査として、葉務委託契約に基づき、委託者 舷阜市鷺111. T土居土地区画整理組合の調査経

費負姐により、受託者制岐阜市教育文化按興事軍団が笑施した。本調査は、平成11年度から12年度

に行った澗査の継続事業であることから、本文ではできる限り重観を避け、 デタの補充という略

で執筆した。詳細については、平成14年度発行 『鷺山仙坦遺跡jを書聞していただきたい。

3 調査則1111は下町の通りである。

尭嫡刊輩 平成16年5月28日~平成16年9月17日

整理報告作業 平成16年9月20日~平成17年3月11日

4 調査組織は下記の通りである。

調査主体者 制岐阜市教育文化撮興事提団理耶長 佐藤俊正

尉1舷阜市教育文化振興事霊団埋蔵文化財調査事務所長 西村畳艮

調査担当者 高木 品 (側岐阜市教育文化掛興事軍団埋蔵文化財調査事務所)

'11務担当者 吉田陽子 (醐岐阜市教育文化鑑興事業団埋蔵文化財閥査事務所)

調査補助日 倉持和美沢田研一郎高木恒子棚橋英子

作業員 加藤定!JJ. iî~水寿子鷲見竜雄長井和美 ・ 長谷秀市伏見信事牧野手IIi古

増田敬子松浦正雄渡辺草子

5 調査の進行及び本容の作成は、内堀但雄 (岐阜市教育委貝会社会教育室)、井川祥子(臨時駐早市教

育文化振興事業団埋蔵文化財澗査事務所)の指導と協力のもと、間木が行った。また澗査に関する

事務処理および湖査経費の執行は、高木と吉田が行った。

6.本舎の執揮は第 l章から前5章までは高木が行い、第6章については口頭に記名した。また、全

体の編集は高木が行った。

7 遺構遺物の自然科学分析は閥パレオ ラポに岳託した。

8 調査区の写其出l量は嗣イピソクに委託した。

9 遺物の写真織影は佐藤右文氏に依頼した。

10 出土遺物については下記の各氏に御教示を頂いた。

須恕器 渡辺博人 (各務原市教育委良金木曽川学研究所)

山茶腕 ・中世陶器近世陶磁器 藤滞品村』 (霊知学院大学)

11.尭槻湖査、現地公開及び報告書作成の過程で下記の機関にご協力を賜わった。探〈感謝する次第

である。

舷阜市教育委員会 舷1;1.'iIiまちづくり推進部区画整理室 ・鷺山自治会連合会

12 調査記録及び出土壇物は制自主i，i市教育文化振J¥"II業団が管理している。



凡例

遺構

l 図中の方位は真北を示し、座標は国家座標帯四座標系に準拠した。

2 遺構実測図の縮尺は1140、1150、11100である。

3 遺構の暗号は下肥の通り用いた。

井戸 5E. 再-5口、土.lJt-SK 柱穴 小穴 ピット‘P、その他-5X

4 遺構番号は、原則として尭捌調査時の番号をJTJいた。

遺物

1 遺物実測図の縮尺は113を基本と L、一部木製品は116もしくは1/8、一部石製品は112もしくは1/

6、一部金属製品は2/3である。

2 かわらけの実測闘中、外商の横ナデ調整の範囲は梨線で配L、断面図のみのものは引き出し縁で

範囲を示した。

3 遺物実測図中の一白鎖線は施紬範囲を示す。アミかけについてはキャプンヨンの通りである。か

わらけの磁を塗った部分はタール披である。

4 郁4-6去の集計他は接合挫の破片数である。

5 第 7-9表中法量欄の口径は復元値を古む。また ( )は復元値である。完形のかわらけの口径、

器高は最大値と最小植の平均で求めた。
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第1章遺跡の立地と環境

第 1節遺跡の立地

舵阜市の地勢を概観した場合、北部の美濃山地、中~南部の濃尾平野に分けることができる。また

舷阜市を横断するように北京から南西方向lに岐阜市中川原付近を扇頂とする緩悶状地が形成された。

この長良川扇状地の北限は、鷺山地区にある独立丘陵の鷺山のほほ北置を過る東西線付近で、それよ

り北は出羽川まで桂背湿地状の相対的な低地が広がる。鷺山仙道遺跡はこの扇状地北端から桂背iR地

状の低地に立地する。

第2節周辺の遺跡 (描1図)

鷺山仙迫遺跡が位位する岐阜市の中北部域では、平成2-7年度に行われた敵阜市遺跡詳細分布調

査によ り縄文時代から近世までの遺物が散布する遺跡が多く確認された1110

鷺山仙迫遺跡が古まれる鷺山遺跡群においては、平成11年度から土地区画整理事聾に伴う発掘調査

が行われており、下土問若宮遺跡、下土居北門遺跡、 正明寺城之前遺跡、鷺山市場遺跡、鷺山師遺跡

の調査では、弥生時代から江戸時代までの多くの遺構 遺物が確認されている。また鷺山遺跡群の東

方的 3kmの位置には、弥生時代から近世までの複合遺跡である城之内遺跡がある。

その他の遺跡について詳細は既刊報告牲に記載しているω。

駐

[，峨阜市政育委員会 1996 r岐阜市遺跡静細分布鯛交線告符』
白川岐阜耐震山 下土居土地区画整程組合側岐阜市教宵文化録興事察団 2∞z 

『鷺山仙追遺勝岐阜市費山 下土居土地区画整理事業における太平町下西郷線建段に伴う燦急発姐制変』
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4] 岐阜奉行所跡 42 北洞古墳群 43. 岐111城跡 44 よ加l制JlIi!iIJi群

部 11司 1，'3辺遺跡分布団 "副上地理院脅行1: 25脚地車困(岐阜"冊)健JII)
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第 2章発掘調査の経過

第 1節 発掘調査に至る経緯

太平町下酉蝿線建股に伴う発掘調査に至る経緯 (埋蔵文化財の取り扱いについての照会や試掘調査

の架施など)、植阜市鷺山下土居土地区画整理組合との協定締結の経緯については既刊報告瞥を書照

Lてしただきたい。

発揃湖授を行うにあたり、平成ll:iFl0月22日付けで岐阜市鷺山 下土問土地区画整理組合理事長か

ら文化T長官あてに文化財保護法第57条の2の規定による工耶の閉山がなされた。これに対し、平成

11年11月4日付で畦阜県教育委日会教育長から区画整理組合理事民あてに工耶若手前の尭掘調査実施

の指示があった。これを受けて、今回の調査については、平成l6'I'5月28日に蛙阜市鷺山 下土居土

地区画整理組合と軍務吾託契約を締結し、業務に着手した。また、平成16年5月31日付で制岐阜市教

育文化振興事業聞理事長から匝阜県教育委II会教育長あてに文化財保護法第57条の嵐定による尭掘調

査の届出がなされ、平成16年6月2日付けで瞳阜県教育畳日会教育長から側舷阜市教育文化振興事業

団理事長あてに発掘調査を慎重に実施する旨の指示があった。

第2節発掘調査の経過 (部2図、第1表)

先制調査については平成16年5月28日に着手し、準備作能を行った。鯛査区の名称は、便宜的に湖

査liifにま庄があった部分をA3区、公園であった部分をA4区とした。平成12年度の調査で、A3区の

西側に位世するA2区で遺構検出国を 2面確認したことから、本湖査でも同様の成推が伴られると予

想していた.6月15-17日に重機によるま土掘削を行った桂に入力刊軍に替り、サプトレンチにおい

てA3区に遺構検出面が2而あることを確認した。A3区上層遺榊検出町で職同時代の鋳造作業に関

連すると考えられる遺構や遺物、 A4区で戦国時代の桶積み井戸などを確認し、 8月9日に空中写真

測量を行った。その陸上崩遺構面的確認作章を行い、 8月25日に亜慢で下層遺構検出面まで掘り下げ

た。下府遺構検出面では鎌倉時代までの土坑、 溝、不明遺構などを確臨し、 9月17日で尭掘作業を終

了した。藍理作章について、遺物の洗惜は雨天等を利J1JL-発揃作離と並行して行い、注記や接合、遺

物町立E測などのその他の作業は、発掘作業軒了桂に開始した。平成17'F3月11日に調査工程が全て終

了した。
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第3章遺跡の概要

第l節層位 (第3図)

以下に記す陪位は、 部を除いて各調査区の北壁で確認したものである。

I①府 (表土層) 現代の家屋の造成土。A3区で確認した。

I③附 (表土居) 現代の公閣の造成士。A4区で確認した。

I喧附 (表土問) 現代の田の耕作土で、床土も本胞に含む。

I④附 (表土問) 現代の畑の耕作土。A8区中央部で確認した。

日府 基本的にシルト層である。古噴時代から近世までの遺物を含む屑である。

皿府 (焼土炭密集局): A 3区西部、A8区中央部で確認した。茶褐色ンルト質土に焼土と肢が大

置に混じる。A3区西部の遺構 (SK37、38，42など)埋士には焼士院が古まれるが これは遺

構が埋まる最終段附に第皿胞が形成されたか、もLくは遺構があった場所に凹凸ができ、そこに

第四胞が形成されたと考えられる。本層上面iから遺構が掘り込まれる可能性も考えられる。

W①層 茶褐色ンルトで、硬く締まる。本府の上面が上層遺構の検出而である。

W②府 A2区では淡灰賞制色砂質土で硬く締まる。A3区では某~褐色シルトである。本府の上

面がよ屑遺構の検出而である。

以下に記すV府は地山で、V①~⑫、⑩屈の上面は下層遺構の検出而である。

V①府 首梢色ンルト。A8区中央部で確認した。さらに西と東に範囲が広がると考えられる。

V②府 A7区中央部以東で確認した府で、各遺構は本陪の上回で確認した。西部は腎灰色砂質士、

東方は茶褐色砂質土で部分的に茶褐色砂質ンルトが混じる。

V③附 黄禍色ンルトで硬く締まる。A7区西部で確認した。

V④用 茶褐色ンルトで、東に行くほど砂質が強くなる。A7区で確認した。

V⑤照 時黄灰色砂質シルト。Al区で確認した。

V⑥附 黄色粘質土。A1， A 7区で確認し V⑮陪と土質が似る。

V⑦肝 A4区では灰色ンル ト、 A5区では黄禍色シル卜。

V⑧府 A4区では灰黄色砂質士、A5区では茶色砂質土。

V⑨府 貰灰色シル ト。A4sで確認した。

V⑬府 黄色粘買土。A3， 4区で確認した。V⑮層と同一層か?

V⑪府 茶褐色砂質シルト。A3区で確認した。

V⑫府 淡灰色シルト。A2区で確認した。

V⑬府 砂層。A2区の西方で確認した。

V⑪府 茶剥色砂質土で、西方では貰程色になる。A2区東部で確認した。

V⑮府 上方は砂質ンルト、 下方は砂質土。水流により連盟された土砂が堆積したような様相を呈

する。部分的な確認となったため、西側の梯子は不明である。
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V⑬府 首色粘質土。A5-A8区の広い範囲で確認した周である。V①層も同じ府である可能性

がr.~い。 本届は旧地形をある桂皮巨映していると考えられる。

V⑪耐某剥色シルト。Al区で確認した。

V⑬府高尚色粘質士。A1区で確認した。

V⑮附 砂線問。A2区西部でのみ確認した。

V⑧府 赤褐色砂崩。A11豆SE1の掘削の際に確認した。

v@府 灰色砂質シルト。V@届と同様、 A1IRSE1の掘削の際に確認した。

V⑫府 灰色粘質土。V@、@厨と同様、 A1区SE1の掘削の際に確認した。

V@附 附灰色砂府。v@、⑫、@踊と問機、 Al区SE1の捌削の際に位認した。水淵の桶が抵え

られていた胞であり、 当時の湧水層と考えられる。

今回のA4区の調査で職凪時代町井戸を確認し、造中から重機による掴り下げを行った。重機が届

〈限界の探さ (海抜約10.um)で最下部の桶が出土し、その板材を抜き取った部分にピンポールを刺

したところ、傑府のような感触があった。V⑬、@府に関連すると思われるが、A4区付近は谷状の

深い落ち込みがあった可能性が高い。
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第2節遺構・逃物の概要

遺構について、今岡のI調査では井戸 1 基、構11 ~降、土:Ij\:35基、不明遺構 5 革、ピット 119基を確認し

た。本報告では既刊報告惜と同線に、記述の便宜上都2~<のように時間jを区分 Lた。 I JlIJについては

都6回東海考古学フォーラムの成*'こ、その他については成之内適時の時期区分に従った(1121。また4

期の遺構について、基本的には埋土中の焼土 炭の布需で時期を区分し、合まないものを 4-1期、

古むものを 4-2 JVJとした。ただし土坑 ピットの中で柱や杭の痕跡を確lf1(したものについては、

捕り方.Iill土に焼土 此をfすまないものを 4-1 J問、合むものを 4-2月!とした。さらにその他の遺構

について、埋土のよ部にのみ焼土 肢が含まれるものについては、前節で述べたとおり、遺構が埋ま

る最終段階に第皿層が形成されたか、もしくは遺構があった場所に凹凸ができ、そこに車困層が形成

されたと考え、 4-1即lに構築。使用された遺構であると判断した。

前節で運べた層i立と遺併の時期の対応関係については、地山上面 (V①~⑫、⑮層上面)では3期

以前の遺構が、 W府上I師では4JVJの遺構が確認できた。4J剖の遺構の一部は車皿府上而から姻り込ま

れている可能性も考えられたが、遺構埋土か郁皿府かの判断が困難であり確定できなかった。また部

分的な確認であるが、 H層上而から 5月lの遺構が刷り込まれているのを確認した。遺構が多く確認で

きたのはA3区の上崩遺構而で、その中でも 4-1 JVJの遺構は特に多かった。また、今副の調査では

3開l以WIの遺物がタなし 1期に比定できる遺構は輯いと判断した。

遺物については、前回の捌査で出土した物と内容は阿じであった。 1-3期の遺物は少なく、 4期

以降の遺物については、土師器皿が全体の約4割を占めている。分類の内容についてもほぼ同じであ

り、 各遺物についてすでに分類 。編年研究が進んでいるものについてはその成"*に従った叫

位

U胸剥"厳 根事大佑 1998 r山田ドー学凶，"博行周の"'"蘭錫縄県土".面倒l'J r.6闘東海リザ古'fフ>t-"t. ..tU. .11111るj

"搬4匹前段宵"民会 ""  r・a之内..-長良公凶藍・....に伴う"怠，.. 属関型軽-(鱗1分・11
"胸楓t111 慣事大柿 1998 r山中ー ド聞草花g略行期の"'iI閉錦織土器嗣fl'Jrfl: 6闘M臨海考古字7す ラム 上II.iIは毎るJ

内楓α..，質的 「字悶型建から伊."，獲へ一敏阜市における事例検町一JI鯵7闘M臨海考古学フすーラム S乍集会唱えるj
捜辺悔人 1984 r<tiill須割崎市稿硲郡に必"る須恵罷帽考 J"時横綱網野市術跡S軍機斜鯛査鰍告根容J

a臨海良佑 1994 rlll茶械の現状とS軍慰Jr研究紀要j第3号 三"県組旋文化財センター

"凋 自眠 中野晴久 1994 r1:~質調aに必げる緬年についてJI会開"，/;/ポジウム f中盤常滑.，ヨって」奇特集』

・''''佑 1鈎， r欄P古歳雄勝Eー占編戸後期様式の緬年一JI瀬戸市歴史民俗資科飢研究紀要1x 
.i'f良祐 】蝿6 r掴戸"商売姻伺査樟告書JI直戸市歴史民俗資料館研究紀嬰1v 

小野正肱 凶82 nS-161l紀の島付崎、・の分銅と年代JI賀晶陶磁研究JNιE 

上回秀夫 E蝿.2 n4-16世紀の腎眠砲の分掴についてJI貿易陶画研究JNo.2 

上田秀夫 1982 r14-16世記の白慮の摂式分掴と緬年JI貿易陶磁研究JNo.2 

井川帽子 2引開 「第，..前3節 畦阜11I棺の15世紀から"世紀の土師毘圃J

『崎之内遺跡一民良公剛盤情事璽に伴う緊1包括姻咽査ー(前2分画，1



- 8 -

第4章遺構と遺物

第 l節 2期の遺構と遺物

S065 (第4匡l、第14図1)

A3区東部、下府遺構検出而

で確認した。プランの一部は上

層遺構検出面から掘り込まれる

P719によって破壊されている。

流路を南北にとり、両端は調査

区外に延びる。断面形は逆台車

を呈する。

Iは土師器の屈折脚問符で、

体部の内外聞にはミガキ閥整が

施されている。他に 7-8世紀

の須121器が出土していることか

ら本期に比定した。

S071 (第7図、第14匡12)

A3区中央部、下回遺構検出

而で確認した。SK65、SX31に

γ 

工

γ 
、、、、
、、、^
r、 円、、、

十X 刷 7

/屯

S醐

< 
I 

一

7 

十 X:-61145 

、、
~ 

云三品ー一

a 

b 

第4図 S065、68実測図

て亙:2
(s田S土層名〉

a 

"伽

3 ・・a・賢二"ルp
2・.色鮎.シルト
3 ...色他省シル'

l b 
'"弘司自

一てエフ「

(s以お土ゴ層名〉， ，夜.色γ 川島ト

， 'm -
切られる。流路を南北にとり、南側は調査区外、北側はSX31が徐々に深くなるため検出できなくな

る。断而形は緩いV字形を呈する。

2 は~j'{恐慌の杯類である 。

SX32 (第5図)

A3区西部で確認した。平而形は不整形を呈L、底部には平坦而が認められる。図示はしていない

が、 8世紀代の須恵器が出土していることから本開Iに比定した。

SX33 (揖5図、部14図3)

A3区西部で確認した。SD師、 P802、819に切られ、平田形は不整形を呈する。底部に明瞭な平坦

面は認められない。

3は葺i恵器の無台何である。
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5X3<1、35(第6園、期14図4) 

5066とSX31との問に遺物を合む堆積

があった。この堆積は明雌に分府でき、

上部をSX34、下部を5X35とした。A3区

中央部で確認し、 50師、 5X31、P798に

切られる。堆積の範囲は不明附で、それ

ぞれのプランの北聞は調査区外に延び、

南端は点線で図示した。

4は5X34から出土した遺物で、須7E器

の聾である。

"・1 ， ， 

ヲ
第2節 3 J羽の遺構と造物 剛

5066 (第6園、部14匝15-7、14)

o 'm -a 

工

十
X: -61142 
Y:-策強。4

2 

A3区西部、下層遺構検出国で確認L

た。5X33-35、P818を切り、 5K67、

P8即、 801、剖7、剖8に切られる。南北

に流路をとり、両端は調査区外に延びる。

断面形は厨平なU宇形であるが、西側掘

り方の北半部にしっかりとしたテラスが

" ， 
"ぉn

六ー一一/一

a 

"品

(S066) 

(SX32.l3.S0r0z..名〉
I ".e.M.I<"叩
J ，，61&.1<..叩
川町山崎

形成され、また東側倒り11にもやや不明

瞭ではあるがテラスが形成される。

郊5困 5070、5X32、33:.J!測図

5-7は尾張型山茶碗で、 5は4型式の小皿、 6は5型式の腕、 7は大平鉢である。また14は50師、

5K67、5X31の確認トレンチから出土Lた下白石製の打製石継である。

5K62 (筋7園、都14図8、9) 

A3区中央部、下府地榊検出面で確認した。50師、 5K師、5X31を切り、P799に切られる。大変浅

い遺構で、平面形、断而形は不明である。

8は尾張型山茶碗の4型式の小皿である。 91;1:チャート製の打製石畿である。

5K65 (車7図)

A3区中央部、下層遭楠検出面で確認した。5K62、P806に切られ、 5071、5X31、P814を切る。以

上のことから、本遺構が3J聞に属すると判断した。平I同形は不整形で、底部には平坦而がある。
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5K67 (部6図)
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第6図 5D66、5K67実測図
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利
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A3区中央部、下層遺構検出面で確認Lた。5X31、P816に切られ、 5D師、 P818を切る。以上のこ

とから、本遺構が3J割に属すると判断した。平而形は不整形を呈し、底部に明確な平坦加は確認でき

ない。

5X31 (部7図、第14図10-13)

A3区中央部、下層遺構検出前で確認した。5D69、71、5K67を切り、 5K62、師、 P797-799、809、

815に切られる。平而形は不整形で、掘り方についても平坦面はなく、中央部に向かつてなだらかに深
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71実測図SX31、SK62、65、S069、第7図

くなっていく。中央よりやや西部で、椅円形状に炭がli¥'JI!する部分があり (深さはSX31底部から約

中から弥生土器の査が出土した。30cm)、

ともに5型式である。13は中国製12は尾張型山茶碗の腕で、10は弥生土器の蛮の底部である。11、

のTf磁腕である。
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3畑l以前のその他の遺構

以下に肥通する遺構は、 A3区下層遺構検出面で確認したものであるが、切り合い開帳や遺物の

データが少なく、時期を特定できなかった。よって3期以前に属する遺構として自己遣を行う。

5D68 (那4図)

A3区東部に位位する。プランの一部は上府遺構検出面から楓り込まれるP719によって破壊されて

いる。北西ー南東に誼路をとり、北西聞は徐々に浅くなり検出できなくなる。南東帽は調査区外に延

びる。断聞形は扇平なU字形を呈する。

5D69 (都7図)

A3区中央部に位位するoSK62、5X31に切られる。北西 南東方向に流路をとり、北西側は5X31

に切られ、 I特車聞は調査区外に延びる。断面部は府平なU字形を旦する。また、調査区南壁付近で、

底部の一部がテラス状に向くなる部分があり、ここから先は南西方向と南東方l(iJに流路が分かれてい

た可能性も考えられる。

5D70 (部5図)

A3区間部に位置する。5K66、P803、812に切られる。南北方向に流路をとり、南側は調査区外に

延び、北側は上層遺構而で確臨した5D61-63、P757、758などで破壊されていることから検出できな

かった。断而形は扇平なUEf一昨を呈する。

5K66 (郁5図)

A3区西部に位置し、 5D70、P803、812を切る。平面形は不撃相円形を呈L、底部には平坦前があ

る。

P813 (別添図、描14図15)

A3区東部で確認した。平I市形は楕円軍を旦する。埋土中からは木杭(15)がil¥土した。

その他の下層遺構検出面で確認した遺情についても 1-3畑1に属すると考えているが、一部の遺構

には 4即l以降の遺物が混じるものがあることから、上層遺構検出I日で見逃した可能性がある。
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1 J切の遺構と造物4 第3節

:出l→11

a 

し¥田/J、

い-------¥/ ¥!

ど --~

七
Y

(都8園、車14、15図16-50)SE 5 

A4区車部に位置する。平面軍は不

整円形を里し、掛り方の状況から井戸

であると判断した。掘削の途中で雨な

どにより掘り方がほほ全て崩落したた

め、安全上の理lllJiから、人力による掘

ー削を深き約J.5mで中止した。遺構断固

の観察において、井戸の州り方埋土と、

井戸側.I!ll土の明確な区別ができなかっ

たことから、遺構上部のJ!Il.土は、井戸

十X:-611鈎
聞として段位された桶を依き取る傑の

破駿のH!跡であると判断した。ただし、

2 

B37  

2 
" 

25-28崩は井戸の掘り方埋土の可能性

がある。プランの車聞は検出段階で焼

• 町" 
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a それ土の範聞としては確認できたが、

以下では明瞭者掘り方の立ち上がりが

"伽n

確認できないことから、調査区外に延

びると考えられる。

遺構の下部情遣を確思するため、重

機で断ち測りを行ったところ、海肱約

u伽n11. 5mより下で桶の簸を 3本確認し、

海抜約10.2mで木製品の桶が出土し

た。亜機的アームが届く限界的深さで
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μかったが、

摘み井戸で、

溜mに股置された桶であると判断L

た。理111は楠棚板の下部に底舷の跡が

それによりこの桶が正位残っており、

に慨えられていたことが判明したから

この柿は容僻からの転ltIで、である。

SE 5 '"測闘都8図

加工も丁寧に施されている。以上の状

況は、平成11年度の湖査で確認したSE



- 14 -

1 (A 1区)と酷似している。

16は縄文土器の深鉢、 17は土師器の5字望、 18は土附器の情勢型聖、 19は須恕器の提瓶、 20は須ILR

t干の地、 21は尾張型山茶碗の碗 (6型式)、 22'J:Ijl国製の青磁碗である。23-30は桶戸・聾i農産陶器

で、23は縁軸小l皿 (111瀬戸佐田捌か後W用l古)、 24と25は天目茶腕、26はI立制大皿 (以よ、古瀬戸後W

阻l新)、27は器績不明 (古帽戸佳期)、28-30は揃鉢 (28、29は大熊描 1段階、 30は古瀬戸陸W開1新or

大熊第1段階)である。31-43は土師器皿で、 31、32、35には口縁部も Lくは内面にタール症があり、

また39の内面には弧状の線刻がある。44-50は木製品である。44は端部が炭化していることから靖火

材と考えられる。45-49は帯、 50は遺構の最下部に般置された桶の側板である。

SK31 (第9、10図、節目図51-88)

本遺構の検出段防で、挫土には焼土と民が大量に古まれたことから 4-2J11Jの遺構と判断し、東部

にあるSK38、P780なども同様の理由でプランを確定した。SK37はSK42やP180を切るとしていたが、

下層遺構検出而の欄査時に.本遺構とほぼ同じ形状であるが、やや大きい範聞に線引きできる遺構が

あり (図中の点輔の範凶)、埋土中からは戦国時代の遺物が111土したことから、この遺構はSK37であ

ると判断した。この段階で澗査区壁などを梢査したところ、 SK42やP180との切り合い関係が逆転した

ため造物が混じった可能性がある。また本遺構JJIt土の焼土炭層は第四府と同一である可能性があり、

これについても遺物がiItじった可能性がある。また当初lJSK39との切り合い関係はないと考えていた

が、結果としてSK39に切られることになる。その他P790、792も埋土全体に焼土塊と炭が混じること

から 4-2期に比定でき、 SK37を切る遺構であるが、埋土の区別がつかず、 SK31として掘削したこ

とから遺物が混じった可能性がある。以上のニとをふまえて記述を行う。
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A3区西部に位置し、プラン方形を呈すると考えられるが、西側は現代の家屋の西辺に情聾された

石垣により破壊されている。SK39、42、P780、790、792に切られ、 SK59を切る。P789、791、793、

794が本遺構に伴うかどうかは、プランが確定できていないため不明である。

遺構上部に堆積する焼土塊ー民帯聾層からは多量の僚が出土し、その多くは世熱して割れていた。

傑を全て取り除くと、若干の凹凸はあるものの、司'J!l面が確認できた。一部には激Lく植熱している

部分(図中アミかけ部分)があり、それよりよ部をSK37上層 (b 町、 c-c 断iftl郁2層、以下問)

とした。植熱している面より下 (部7-11届)をSK37下層として細目lした際、西部でγルトと薄い砂

岩層が互婦になる堆績が認められた (第8厨)。下府から焼土塊や此はほとんと出土しなかった。

以上の状況から、下府はSK37を構聾した際のj佐積、下層の上ilo(部7隔の上而)1;1:使J1J時の而、上

府は遺構廃li!挫の製土と考えられる。出土遺物には、 トリベゃ~樺付き土師器皿など、鋳造作業にI制

連するものが見られることから、本遺構が作業場のような性桔であった可能性も考えられる。

51-69は下府から出土した遺物である。51は灰軸陶器、 52は尾股型山某腕の碗 (6型式)、53は車揖

型山茶碗の碗、 54は中国製の青磁腕、 55.56は瀬戸 袋漉産陶器の天目茶碗 (55は古瀬戸桂W期新、

56は大Iil第 l段階)、57-64は土師器皿で、62-64は二次被熱して胎土が硬化し、内田には鉱梓が付着

している。65はトリベ、 66は土鈴の鳴子、 67-69は碁石 (黒石)である。

70-闘は上凪から出土した遺物である。70は中国製の青磁碗、 71は中国製の白磁腕 72-81は掴

戸・巽濃産陶器で、 72は袴腰帯昏炉(古輔戸陸皿JVJか桂W期古)、 73は縁勅小皿、 74-76は腰折皿 (以

上、古瀬戸怯JVJVJ新)、77は費 (怯即J)、 78-80は端区間(大然出 1段階)、 81は器組、時間!とも不明で

ある。82-85は土師罷皿で、制、 851;1:二次被熱して胎土が硬化し、内聞には鉱棒が付着している。86

は犬型土製品の足の部分、 87は鉄製の釘、 88は鋼銭 (政口通貰)である。

SK刷、 61、38(郁11図、前15、16図的-113)

A3区中央部に位置する。当初はSK38のみ確越していたが、下層遺構検出面の調査時にSK61、64を

検出し掘削したところ、思土中から戦国時代の土師器皿などが111土したことから、本国lに比定した。

SK64とSK38はプランがほとんどー立することから、同一遺構かと考えたが、遺構断I師会柿査したと

ころ、思土が区別でき、さらに途中にSK61の組土があることから別遺構と判断した。よって切り合い

l瑚研、は、 7甘い方から願にSK64司 SK61→ SK38となる。また、 SK38の半裁時にSK64の.Ij!土まで掘削L

てLまったため、 一部遺物が混じってLまった (部4表遺物集計衰の rSK38. 64Jの項目)。 以下で

は、このことをふまえて記通する。

SK64は不鞍形を呈し、掘り1;の底部から上閣が平らになるように揃えられた石が出土した。また石

の上には薄い敏材を確認した。以上の状況から、 SK64は柱穴である可能性が考えられるが、断而観察

では柱の痕跡は確認できなかった。

SK61 はSK64を切り、 SK59、60に切られる。平岡形は不藍司王を里L、挫土中からは円環状に並べら

れた石が11¥土した。石は円傑と向僚の両方が使川されている。断而観察では、掘った穴の底部に土を

入れて平らなTiliを形成l-(節目府)、そこに石を並べ世き、再度石のよ而まで土を入れた(第12層)。

検出面まではさらに別の土で閣まっていた(!'(l11府)。円環状の石の機能を確定するには情報が少ない
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が何かの土台であった可能性が考えられる。

SK38はSK64を切り、 SK42、P780に切られる。平而形は円形を呈し、遺構上部と中央部の埋土(車

4、5府)には焼土塊。肢が多く混じる。掘り方出土 (車6-10府)には焼土塊肢が?且じらないこ

とから、本遺構は 4-1即lであると判断したが、部4府の埋土の途中に上而が平らな円傑があり、こ

れが柱の基礎であるとするならば本遺構は4-2期にな:る可能性がある。
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89-93はSK64の出土遺物である。89は瀬戸 柴i農産陶器の縁朝川、nll(古瀬戸怯JVJ刷新)、90は土師

器皿、 91はトリベ、 92はトリベ把手(?)、 93は木製品で着火材である。

94、95はSK61の出土遺物で土師器皿である。

96-]]3はSK38の出土遺物である。96-99は瀬戸 聾浪産同器で、 96は縁軸小皿 (古瀬戸桂田}聞か

佐JVJQJ古)、 97、98は摘鉢(古瀬戸能W月l新)、 99は資事iか瓶額(古瀬戸能JVJ田)である。100-lO8は

土師器問lで、lO4-108は二次世熱Lて胎土が硬化し、鉱静が付帯している。lO9、110はトリベ、 111、

112はふいごの羽口、 1131ま碁石 (出石)である。

SK39 (第 9 図、別i~図、節目図 114、 115)

A3区西部に位位L、SK37、56、59、曲、 P771、772、778、779、781-784を切り、 S08，64に切

られる。平副形は不整形で、プランの西聞は現代の家屋町西辺に構築された石垣により破壊されてい

る。底部には平坦面が詑められる。

114は瀬戸 英漉産陶器の天日茶碗(大熊車 l段階)を加工阿盤にしたもの、 115は低石である。

SK40 (車12園、第16闘]]6-130)

A3区中央部に位置する。SK58を切り、 SK41、P733、756、770に切られる。平面形は不整形を呈

し、底部は平坦であるが、硬化ifiiなども認められないことから本遺構の性絡は不明である。また焼土

塊と院が多〈混じる褐色シルトで一気に埋められたような様相1を呈する。

湖査時には本遺構に切られると判断したP777は、埋土全体に焼土塊と炭が混じることから 4-2月l

に比定した。切り合い関係に牙'盾が生じるが、 SK40検出時に且遣した可能性が向い。

116は中間製の青磁植を加工円盤にしたもので、 見込み部分には 「品o1Jの字のスタンプがある。117

-121は瀬戸美濃産陶器で、 117は口広有耳虚(古瀬戸桂皿月lか桂W周!古)、 ]]8は拍I鉢、 ]]9は天目茶

碗(以上、古嗣戸佳W自I新)、 120は花生け(古瀬戸佐W開11)、 121は仏醐具(大m部l段階)である。

122-126は土師器皿である。127は土鈴の鳴子、 J28と129は鉄製品で、 128は釘、 129は鑓である。130

は直方体の土製品で、その中の l而には米貫通の穴が穿たれる。か壁であろうか V

SK41 、42(筋II図郁16図131-142)

A3区中央部に位世L、SK41はSK40、42を切る。SK42はSK37，38を切り、 SK41、P7551こ切られ

る。ともに平而車は不整形を旦L、底部には平出而がある。両呂町埋土には焼土 肢が含まれること

から、 当初は 4-2期の泣棉として掘削したが、焼土 炭を官まない帰 (SK41は前 2，3層、 SK42

は第3府)があることから本!日jに比定Lた。

131-142はSK42の出土遺物である。131と132は踊戸美漉産胸器の腰折l皿 (古瀬戸桂W期新)で

1 32は加工~J盤である。 1 33- 1 38は土師器皿lで、 136-138は二次世熱して胎土が硬化し、 136、 137は内

而に舵滞が付婚する。139は1¥石、 140はふいごの羽口である。141と142は鋼銭で、 141はLl宋通費であ

る。
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SK50 (別添図、車16図143)

A3区東部に位置する。SK51を切り、SK49、P720に切られる。平I同形は柿円形を呈する。

143は須恵器の挫の胸部で、外聞には平行タタキ~î、内I而には同心円当て共艇がある。

SK51句IJ添図、部16図144)

A3区東部に位世する。SK50、P720、764に切られる。平而車は柿円車を誕する。

144は須恵持の棉である。

SK52切IJ添図)

A3区東部に位世し、 P713、719、747に切られる。平面形は不整形を呈する。
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SK55 (第13図)

A3区中央部に位世し、 P712.722、723、726に切られる。平面軍は不整形を呈する。

SK56 (第9図、前16図145-147)

A3区西部に位i置し、 SD8、刷、 SK39に切られる。平面形は不整車を呈する。底部から石が出土し

たことから、柱穴の機能があった可能性が考えられる。

1451HJUA器の向杯、 146は掴戸柴混産同器の縁軸小皿l(古瀬戸桂W周l新)である。147は土師器皿

であるが、二次世熱で胎土が硬化l.内而に鉱禅が付帯している。

SK57 (昨日図、都17図148)

A3区中央部に位世L、SK55、P712、722、723、726に切られる。平而形は不整形を呈する。

148は土師器皿である。

SK58 (都12図)

A3区中央部に1立世し、 SK40、P711、733に切られる。平問形は不整形を呈する。

SK59 (車11図)

A3区西部に位世する。SK37、39、P779に切られる。平間形は不整形を呈し、底部には平坦面があ

る。

SK60 (蔀11図)

A3区西部に位世L、SK39に切られる。平ifiiJ5は梢円形を呈する。

ピット出土遺物 (都17図149-181)

149、150はA3区中央部P7U/11土の土師器1111である。151-155はA3区中央部P712の出土遺物で、

151、152は土師器皿、 153は鉄製の釘、 154、155はトリベである。156はA3区東部P7151li土の中国製

青磁棋である。157はA3区東部P7I6出土の銅銭で閲元通買である。158はA3区東部P719出土の土師

器で凧折脚町杯(1)である。159、160はA3区東部P720の出土遺物で、 159は常滑産の費、 160は土

師器l皿である。161-163はA3s:中央部P722の出土遺物で、 161は土師器皿、 162は不明鋼製品、 163は

土鈴である。164はA3区中央部P726出土の土師器皿である。165、166はA3区中央部1'734から出土し

た遺物で、 165は醐戸 奨浪産胸器の腰折皿l(古梱戸桂W用I新)、 166は上自である。167はA3区中央

部P735出土の土師器皿である。168はA3区中央部P753出土のふいごの羽口である。169はA3区中央

部P756出土の土師器肌である。170、171はA3区中央部P768の出土遺物で、 170は銅銭 (至道元賓)、

l7Jは土鈴である。172-174は土師器皿で、 172はA3区西部P771、173はA3区西部P782、174はA3

区中央部P788から出土Lた。175-181はA3区西部P789の/11土遺物で、 175は中国製青磁腕の加工阿
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盤で、見込みにスタンプで花文が施されている。176は中国製の染付碗、 177は醐戸 央i農産附器の端

医皿 (大様車l段階)、178-181は土師器皿で、181は二次世熱して胎土が硬化し、内而には鉱梓が付

着する。
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第4節 4 -2期の遺構と造物

ピッ トllJ土遺物(前17図182-193)

182はA3区中央部P723出土の土師器皿である。183-185はA3区中央部P733の出土遺物で、 183は

瀬戸 美濃産陶器の腰折皿 (古瀬戸桂W期新)、184は同じく端医皿(大穂郡I段階)、 185は土師器皿

である。186はA3区西部P760出土の土師器皿である。187はA3区中央部P776出土の瀬戸 美漉産陶

持の摺鉢(古瀬戸桂W同l新)である。188はA3区西部P780出土の鉄製の釘である。189はA3区中央

部P785出土の土師器011である。190はA3区中央部P786出土の瀬戸 ー美漁産凶器の揃鉢 (古瀬戸桂W

問l新)である。191、192はA3区西部P790の出土壇物で、 191は瀬戸ー美漉産胸部の端)j[111l (大鰐都 l

段階)、 192は土師器皿である。193はA3区西部門92山土の嗣戸葉漉産胸器の腰折IIll(古瀬戸怯N期

新)である。

第5節 5期の逃構と造物

5D8、64(日IJi張図、部17、18図194-220)

A3区西~中央部に位世L、上層遺構検出面のよに堆積する遺物包古府(暗灰黄色シルト、暗貰尚

色シルトなど)のよ面から掘り込まれる。5061、62、63を切り、 P701、702、732、737に切られる。

断同I車は不整V宇軍を呈する。本遺構は平底12年度のA2区の調査で確認した遺構の続きである。調

査区中央部で掛り方が途切れるが、調査区内では携の約半分の帽しか確認でき止かったため、この部

分で遺構が終わるのか、も Lくは凪曲するのかの判断はできなかった。また今聞の湖査で50Sに切ら

れる5D64を確認した。プランが平行することから、508は5064の捌り直Lと判断した。

194-217は508の出土遺物である。194は東漫型山茶腕の腕である。195-197は中国製の磁器で、

195は青磁腕、 196はw磁稜花皿、 197は白磁皿である。198-206は瀬戸英遺産胸器で、 198、1991止措
鉢、 2田は天目茶碗の却l工円盤、 201は桶(以上、古瀬戸桂W出l新)である。202は器樋不明(古瀬戸佳

日1/)、 203は皿類(大期部 i 、 2 段階) 、 204は端医皿、 2051~摺鉢(以上、大様部 1 段階)である。 206

は揃鉢(古繭戸桂W用I新か大熊第2段階)である。207-212は土師器皿、 213-215は近世陶磁器で、

213は染付娠、214は剖l111l、215は腕である。216はトリペ、 217は碁石(出石)である。

218-220は5064の出土遺物である。218、219は瀬戸 美濃産陶器(古瀬戸桂W阻1新)で、218は天

目茶腕、 219は摺鉢である。220は器輔、時期ともに不明である。

ピット11¥土遺物 (郡18図221-224)

221-223はA3区中央部P7仰の出土遺物で、 221、222は瀬戸聾浪産陶慌の拙鉢で、 222は古瀬戸佐

W周l新、223は大熊部I段附である。223は肥I出産の弛付腕である。224はA3区中央部P705出土の不明

::{:.製BIllである。
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第6節 その他の遺構と造物

1114 -5期の遺構と遺物

以Fに記述する遺構は、A3区上回遺構検出面などで確認したものであるが、切り合い関係や遺物

のデ タが少なく、時期lを特定することができなかった。よって 4-5期に属する遺構として記述を
.-、
イ了つ。

5061-63 (別添図、前18図225)

平百!形や掘り方などから、近接した時1mに掘り直された活と考えられる。また、本遺構が掘り込ま

れる面について、現代の家屋の西辺に構築された石垣より西は田であったことから、前田層と第W陪

の上而が削平されているため確定できなかった。出土遺物のほとんどが4期以前のものであるが、

5062の出土遺物に 5期以降の遺物が数占ある。ただ、聞に伴う堆積や石垣に伴う掘句込み埋土から混

じった可能性も否定できないことから 4-5月!とした。以上のことをふまえて記述する。

A3区西部に位世する。5K56、P757-763を切り、 50S、64に切られる。断而形はともに扇平U字

形を呈する。

225は5061/11土の土師器皿である。

5K32-36. 43-崎、 54(別i張図)

A3区東部に位位する。平面形が不整形のものが多く 、掘り込みも浅いことから、遺構の性格は不

明である。

5K53 (第13図)

A3区東部に位置する。P751を切り、 508、64、P749、750、773に切られる。平而形は不整方形を

呈L、底部には平坦面がある。

P774 (串12図、前18図226)

A3区中央部で確認した。平而形は不整形を呈する。

226は灰軸陶器の皿である。
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(2)層位の遺物

A3区I府出土遺物 lti)18図227-231)

227は土師器の布段間柄、である。228、229は瀬戸・袈i農産胸器で、 228は花瓶(古瀬戸桂W期)、 229

は天目茶碗 (古瀬戸佳JVJUJ新) である。 230は近 I~胸継器の口広有耳畳、 2311立土錘である。

A4区I府出土遺物 (節目悶232)

232は常滑産の聾である。

A3区E府/11土遺物 (部18図233-244)

233は中国製の白磁小判、である。234、235は瀬戸 美濃産陶器(古瀬戸桂W国l新)で、234は指鉢、

235は腰折皿である。236-238は土師器皿で、 238は二次世熱により胎土が硬化している。239、240は

近世陶磁器で、器舗は不明である。241はトリベ、 242は土錘、 243は土鈴の唱子、 244は土鈴である。

A3区日・皿府/11土遺物 (第18凶245)

245は近世陶磁器で、昔話植は不明である。

A3区皿崩/ij土遺物 (都18図246-250)

246、247は瀬戸央捜産陶器 (古踊戸桂W期新)で、 246は天目茶碗、 247は腰折皿である。248、

249は土師器皿で、 249は二次被熱により胎土が硬化し、内面には拡津が付滑する。250は土鈴である。

A3区W府/11土遺物 (部18悶2511

251は土師器の布段高杯である。

A3且rr-JV肘ru土週明 (車18図252-255)

調査区北壁際に掴削したサプトレンチから出土した遺物である。

252は土師器のS宇費、 253、254は土師器皿で、 254は耳皿 (つである。255は近世胸磁器の碗であ

る。

出土箇所不明遺物 (臨時国256-258)

遺物の量や時期から判断して、おそらく 4期の遺構から出土したと考えられるが、湖査時の不注意

で出土箇所の記録を忘れたため、所属が不明の遺物である。

256は踊戸 ー美漉産陶器の天目茶腕 (古瀬戸桂W周1新)である。257、258は土師P品目1Iである。
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部9表遺物観察去(3)
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第5章 まとめ

I 遺構変遷について (第四国)

第3t.'l部2節で述べたが、今回の調査では IJVJに比定できる遺憎は確忽できなかった。

2 JVJについては、 SD65、71、SX32-35を硝犯した。周辺には本!聞の遺構は存在しないが、 SD65の

流路の方向はAl区のSD7と直交する。

3期については、 SD師、 SK62、SK65、SK67、SX31を確認した。SD66の流路の方向IJ:A2区の

SD50とほぼ同一である。

4 -，周!については、SE5， SK37-42、50-位、 55-61、64を服認した。特にSK37は鋳造作業に

関連する遺構である可能性が向い。A2区には、砂岩礁砂 砂質土を突き固めた盛土状遺構SXIIが

あるが、 SK37との関連性は不明である。

4 -2周lについては、ピット以外に遺構はなく、また損立柱建物として認定できるものもない。

5期については、 SD8、64を確認Lた。SD8はA2区で確認した続きであり、また今l匝lの調査成*

によ り、 SD64の掘り直しと判断した。

2 旧地形について

今回の成県を加味し、A6区以西の旧地形について再検討を行う。

既刊報告件ではA6区付近が地部的に最も向い場所で、これより商ではA5区中央部から急激に下

がり、 A2区周辺はかなり落ち込んだ場所と Lた。しかしながら、 A4区の土層観察で車下がりの地

山の堆績を確認したこと、 A3区西半における第四府の堆椛の状況、 A3， A4区に1町色粘賀土層が有

在した点などから、 A5区西半部でいったん地形が部ち込むが、 A3，A4s周辺でil}ぴ高くなり、A

2区周辺で必散に落ち込むという起伏に1}iんだ地部であったと考えられる。

またA3区西半部で蔀E廟を暗証fL、A6区のSE2企どの埋土に焼土や民が古まれていたことか

ら、桂世に削平される以前liA2区からA8区のほぼ全域に第皿婦があったと考えられる。

3. SE 5について

今回A4区で確認したSE5は桶脱みの井戸であった。Al区のSE1、A6区のSE2も同じく桶税み

の井戸であり、 3基とも 4-1期に比定している。SE5の最下部には、容器から転用された楢が設置

されていたが、 SEIも同様の手法で備事されている。桶個艇の加工について、 SEIの桶側極は、成

板が取り付けられる箇所の付近が若干薄く削られるのみであったが、 SE5の桶側極は、下端付近の内

側が開lられて徐々に薄くなり、さらに両角がカットされていた。おそらく職人により製作の手法が迫っ

たのだろう。しかし桶材は今回のものも古めてすべてサワラであることから、意識的に選択してい

たと考えられる (第6章第1節書附)。
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4.土師器l世について(車問、 II表)

既刊報告瞥では、土師器皿について、口縁部が3分の l以上残存しているもの、器商が測定できる

ものを対皐として、法lilと分類の関係を検肘した(既刊報告件第5章第3節)。今回の闘世で出土した

土師持皿のほとんどが破片であったため、上記の条件を満たすものが数量的に乏しいことから、ここ

では分類のみの検耐を行う。

今I!!Iの調査で出土した土師器1111についてはC2知とB2 -b頬が特に多〈、この傾向は既報告分と同

じである。また82-a類の比率が若干低〈見えるが、これについては前述のとおり瞳片が多いことか

ら、 s2 -a類と判断できなかったものをB2類町中に含めたためである。

また今回の1調査でも、 二次亜熱して胎土が硬化し内百iiに鉱停が付帯する、鋳造作'l'iで使用されたと

考えられる土師協皿が出土した。付着している金属の成分を分析した紡娘、青銅や貰輔、嗣または鉛、

あるいは四分ーを扱った可能性があることが分かった(串6章第3節)。世剣を人為的にっくり出せる

ようになるのは近世に近くなってから、また四分一は近世を代表する合金であることから、今回分析

した辿物が戦闘時代に形成された遺構や崩位から出土したことは注目に値する。分類について既報告

分も合わせて検討した結果、 C2類とB2-b類が多く使用されていることが判明した。このことから

①B 2 -b類やC2額が多く使JlIされている時期に鋳造内震が盛んに行われた、②土師締皿lの転用につ

いてはある程度の週択性があった、などの可能性が考えられるが、資料数が未だ少量であるため断定

するのは困難である。鷺山制li直遺跡を古む鷺山遺跡群では現症も尭掘調査が進んでいることから、そ

の成品を待つことにしたい。

M掴 A額 81額 B2-.掴 B2-b掴 白2-c?額 B顕 82類 Cl額 C2領 01頗 4事... 平明 fI 

SES o 。 3 5 23 。 1 32 o 48 114 

SK37 o 。 10 6 95 o 6 17 。 152 o 326 612 

SK38 。 o 3 6 70 。 8 11 o 77 o 156 331 

SK40 o 。 6 3 33 o 3 8 o 46 。 81 180 

SK.oI2 o 。 7 3 30 。 o o 43 o 126 216 

期血層 o 。 6 3 33 。 2 5 o 45 o 102 196 

上E以外 。 31 18 221 。 21 39 2 335 o 654 1322 

!t 。 66 44 511 o 41 82 3 730 。 1493 2971 

既報告分 78 。 219 1541 3226 4 。 o 。 4750 40 5905 15763 

総合併 78 285 1585 3137 4 41 82 3 5480 40 7398 18734 

第10表土師器皿の分類別破片数

M額 A類 81顕 B2-a)'Ji B2-bm 1l2-c?蜘 B頬 82頼 Cl割 C2額 01顕 師陣菅平哩1 旨十

A3，4[K 。 。 6 2 37 。 o 6 。 44 o 53 148 

既銀管分 o 。 9 83 126 o o 。 o 142 o 155 515 

総合計 。 o 15 85 163 o 。 6 。 186 。 208 663 

比寧(%) 0.0 0.0 2.3 12.8 24.6 。。 0.0 0.9 。。 28.1 0.0 31.4 100.1 

第II~< 鋳造作章に関連する土師部IllLの分類別破片数
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第6章 自然科学分析

第l節 SE5出土桶部材の樹種同定
植田弥生 (パレオ ラポ)

l はじめに

ここでは、戦国時代のSE5から出土した井戸桶の部材1枚の樹傾向定結晶を報告する。

鷺山仙迫遺跡では、 Al区からSE1が、 A6区からSE2が検出されている ((財)睦阜市教育文化蝦

興事業団、 2002)。これらも戦国時代の結揃櫛みの井戸で、 SE1では 1段分19枚と上位段2枚の柿部

材を、 SE2は上下2段の備部材45枚の樹組問定が行金われ、すべてヒノキ科ヒノキ属のサワラであっ

た。

今回の湖査で確認したSE5も結締積みの井戸であったが、調査における安全を最恒先し、取り上げ

可能であったl枚について樹磁調査を行い、その結果を以下に記す。

z 方法

禍部材から3方向 (横断面 接線断面 白肱射断面)を見定めて、剃万を用い各方向の薄い切片を親l

草取り、スライドガラスに並べ、ガムクロラールで封入し、永久プレパラート (材晶織標本)を作成

した。この材組織傑本を、光学顕微鏡で40-400倍に拡大し観察した。

材組織標本は、 パレオ・ラポに保甘されている。

3 結*

SE 5の桶部材1枚は、板目板で樹穫はサワラであった。前回調査されたSE1とSE2に使用されて

いた樹棋と同じであり、井戸桶材としてサワラが選択使用されていたようである。

〔樹種記絞〕

以下に同定観拠とした材組織の特債を記載し、材の3方向の組織写其を提示した。

サワラ Chαmαecypαrtlip叫んru(Sieb. et ZuccJ Endl ヒノキ利 (図版81a-lc)

仮道官 ー肱射*細胞 ー樹脂細胞からなる針輩樹材で、晩材部の量は少なし樹脂細胞は年輪陸半に

多い。分野間孔は同属のヒノキよりやや大型で、孔口は桁円形に大きく聞き、孔口の短い幅と壁孔縁

の幅はほぼ同じであり、 1分野に 2-4倒、おもに2個が水平に盤然と配列する。干し口のl用口はヒノ

キより大きい。

サワラはヒノキより分布域は挟くおもな分布域はJI!北南部から中部地方の沢沿いの岩上に生育す

る。材はヒノキよりやや軽軟で劣るといわれる。

， IJII文猷
瞬間法人 般車，射殺育文化傾興事象岡 氏102 r.山仙遭遣跨ー岐阜市建山下土居土亀区画筆属事案にHける太平町西鋼車線趨肢に伴う緊急"
a臨筒裂を 』
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第2節花粉化石1洋条
新山雅広(パレオ ラポ)

l 試料と方法

花粉化石群集の検討は、戦国時代のSE5内埋土より採取された1試科について行った。試科は、附

オリープ灰色~オリープ灰色の粘性の高い粘土であり、細砂がまじる。

花粉化石の抽出は、試料約 4gを10%水酸化カリウム処理 (場前約15分)による粒子分離、傾斜法

による粗粒砂除去、フ ッ化水器酸処理 (家)30~}) による珪酸塩拡物などの博解、アセトリンス処理

(氷酢酸による脱水、出'1札T唖lに対して無水酢敵9のiJt械で場前約5分)の周lに物型化学的処理を施

すことにより行った。なお、フッ化水量椴処理能、重雄分離 (臭化亜鉛を比lf(2. 1に澗整)による有

機物の揖集を行った。プレパラート作成は、技法音楽惚水で適量に希釈し、十分に担件した桂マイク

ロピベットで取り、グリセリ〆で封入した。検鏡は、プレパラート全面を走査した。

2.結果および考察

検討した試料は、粘性の向い粘土であり、水付き堆続物と予想されたが、花粉胞子化石は全く産出

しなかった。花粉化石は水成J!f積物であれば、品好に保存されるが、土腐のような酸化晶件下では、

化学的風化により、分解消9<1..、更にパクテリアによる蝕害も受ける。このことから、試料は、少な

くとも安定した滞水環境で堆輸したものとは考え難い。試科は、井戸埋土より探取されたが、この井

戸は常時滞水しているような環境ではなかったと予知される。
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第3節 金属用容器類付着物の成分分析

離脱丸 (パレオラポ)

l はじめに

今回の澗査では、金属織物が付指したトリベや土脚部肌が出土した。ここでは、これら付着物につ

いて、 X線分析顕徴鏡をIflいて付靖物の成分分析を行った。

2 拭科と方法

試科は、予めマイクロスコープを用いて写真搬肥した (図版9)。試科は、金属付:/l物が且られる試

料6試料である (郡12袋)。

試料は、主に付着物が見られる容器額の内聞を対畿として元紫マァピング分析を行った。さらに、

元詰マッピングにより金属元器の岬庄が高い位世 (従って波度が高い)についてポイント分析を行っ

た。測定は、 側堀場製作所製X線分析顕徴鏡XGT-5000Type rrを用いた。元軍マッピング分析は、 X

輔導管径10μm、¥1t圧50KV、電流自動設定、測定時間15，0凹-30，冊Osecである。ポイント測定は、

X線導管径10μm、電圧50KV、電流自動設定、測定時間5曲田Cである。定量計算は、標準試軒を111い

ないFP法 (フアンダメンタルパラメータ法)で半定量分析を行った。

3 結鼎および考祭

図版9に、各試料についての主な元素のマッピング図を示す。

遺物No.63は主にJ虫色付珊物が見られ、一部緑鈍も小範囲に見られる土師器I皿である。元輩マッピ

ング分析では、黒色付罰物に対応Lて鋼CuやマンガンMnあるいは鉄Feの陣度が高〈検出された。ま

た、底部に近い位置において錫Snの輝度が商い。これら元事の蝉度が高い位置でのポイント分析では、

鋼CllDが最大13.02持、マンガンMnOが最大39.37%、錫SnO

だし、鉛は検出されなかつた。このことから青銅を扱った土師器皿と推定される。

遺物No.91は事色物および出色物が明瞭に付帯するトリベである。元素マッピング分析では、昔、色

付着物に対応Lて鋼CuやカルンウムCaの輝度が向〈検出された。また、よH色部分では鉛Pbの蝿度が

高〈検出された。これら元輩の輝Ill'が高い位置でのポイント分析では、鋼CuOがfrl大6.06弘、鉛PbO

が最大20.26部検出された (第12表)。このことから鍋や鉛を扱ったトリベと抑定される。

遺物No.92は赤色物が明瞭に付着する取手付きトリベである。元事マッピング分析では 赤色付珊

物に対応Lて鋼CuやカルンウムCaの陣置が高〈検出された。これら元需の蹄度が向い位世でのポイン

ト分析では、銅CuOが前大5.J9%、亜鉛ZnOが最大16.87%、鉛PbOが最大0.26%検出された(第12

表)。このことから世嗣を扱った取手付きトリベと推定される。黄銅は俗に良輔と呼ばれ、人為的に混

ぜ合わせて合金をつくり出せるようになるのは、日本では近世に近くなってからである (馬淵ほか、

2凹3)。

遺物No.110は緑釦あるいはn¥色付着物が見られるトリベである。元輩マッピング分析では、赤色付

珊物に対応Lて銅CuやカルンウムCaの蹄1Jl'が向く検出された。また、県色部分に対応して鉛Pbが検

出された。これら元需の醐院が向い世m:でのポイント分析では、鋼CuOが最大8.1.68%、鉛PbOが最大

9.10%検出された (第12表)。このことから銅や鉛を扱ったトリベと推定される。なお、ポイント位i世
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bにおいて銀Ag20がO.73%検出されたことから、四分一 (しぶいち)を級った可能性がある。四分一

は、鋼に銀を四分の一宮むことから名づけられ、刀装j:(や装身具にmいられ、近世を代表する合金で

ある (馬淵ほか、前11¥)。

遺物No.136は瑞h状のものが付着する土師桜山であるが、 一部にJ11色物が付泊する。元事マッピング

分析では、全体的にカルγウムCaの蝉度が高〈、鉄Feが部分的に高〈検111された。このことから軸事

の成分が検出されるものの金属については不明である。

遺物No.249は晶、色や赤色町付珊物が見られ、 一部緑針が見られる土師器皿である。元輩マッピング

分析では、 i草色や赤色町付着物に対応して鋼CuやカルシウムCaあるいは鉄Feの蝉置が高〈検出され

た。また、これに対応して鉛も検出された。これら元需の輝度が高い位111でのポイント分析では、銅

CuOが最大24.08略、鉛PbOが最大0.92%、錫Sn021}(最大0.54%検出された(第12去)。 このことから

青銅を扱った土師器皿と推定される。

-1 おわりに

鋳造作章に用いられたと考えられるトリベや土師器皿を澗ベた。その結果、 11鋼や賞鋼、鋼または

鉛を扱った遺物であることが分かった。なお、遺物No.11Oは四分 を扱った可能性を示唆する。

引川文献
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図版 1
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図版 3
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図版 4
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図版 5
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図版 6
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図版 7
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報告書抄録

フリガナ サギヤマセノドウイセキ ニ

l~ 名 鷺山仙道遺跡E

刷 型F 名 岐阜市鷺山下土居土地区画整理事章における太平町下西郷線に伴う緊急発掘調査

者 :9< 

ンリーズ名 側岐!I!.iIi教育文化振興事業団

ンリーズ#号 第13聾

編若者名 間~ミ品植田弥生 ー 新山雅弘藤根久

編臨機 l則 財団法人 岐阜市教育文化振興事業団

所 1E 地 =;=500 -8245 岐阜市上川手770番地

発行年月日 平成げ年3月5日

コード 調査面積
所収遣酔名 所在地 北緯 車経 湖査開j間

(nl) 
調査原因

市町村 遺跡番号

35
0 136' 2叩4.5.28

岐阜市鷺山

鷺山仙道遺跡
岐阜市

21201 G33G08651 26' 45' 210 
下土居土地区

下土府乙井
50" 41" 2005.3. 11 

画整理に伴う

緊急調査

所収遣時名 主な時代 犠別 主な遺構 主な遺物 特記事項

鷺山仙迫遺跡 古墳時代 講 土師器

，'i ft iill 土師}I.~ 街τよそ~m

講

世 土坑 3 山茶碗・中1，1産磁器
不明遺構

瀬戸9';漫産胸器・

職同時代
井戸 中国産磁器・土師器皿・

土坑 17 銭j'{柿書釘土製品

鍛造刊軍関連遺物

近世以降 t茸 2 土師器踊戸9o漉産胸磁器
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鷺山仙道遺跡 H
一敏$.iIi.山 下土居土地区画隻明事撲における太平町下商婿線に伴ろ緊包発姻鯛受

平成17年3月

尭行岐阜市上川手770帯地

制1敵阜市教育文化傾興事業団
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